
高知県史編さん 民俗講演会
　令和3年度から、新たな「高知県史」を編さんする事業が始まり、今年度からは「近世」

「近代」「民俗」三つの専門部会が発足しました。

　今回は特に「民俗」というテーマに親しんでいただけるよう、高知県の伝承や漁業文化につ

いて専門的に研究をしてこられた二人の民俗部会委員にお話しいただきます。

申込期間：令和4年6月20日(月)～7月20日(水)　　定員：両日50名　

民俗部会委員 川島秀一 氏
(日本民俗学会会長・日本カツオ学会会長)

高知県 文化生活スポーツ部 歴史文化財課 県史編さん室
令和4年度7月23日(土)・24日(日)開催

民俗部会長 常光徹 氏
(国立歴史民俗博物館 名誉教授)

【登壇者】

申込方法：高知県 文化生活スポーツ部 歴史文化財課 県史編さん室 まで
　　　　　電話 088ｰ821ｰ7952　F A X  088ｰ821ｰ7953 
                メール 142001@ken.pref.kochi.lg.jp

7月23日(土)
会場 中土佐町人権啓発センター
　　  (高知県高岡郡中土佐町久礼5251-1)

常光徹 　 氏「地震の予兆とまじない」
川島秀一 氏「東と西のカツオ漁」

【日程・演題】講演時間(両日)：13時30分～16時30分

つねみつ とおる かわしま しゅういち

イワシのイケスカゴ(中土佐町久礼)気仙沼魚市場が開設された昭和10年(1935)
ころのカツオの水揚げ風景

7月24日(日)
会場 高知県立歴史民俗資料館
　　  (高知県南国市岡豊町八幡1099-1)

常光徹 　 氏「もし妖怪に出合ったら」
川島秀一 氏「土佐の漁労と民俗」

お申し込みの際はお名前、参加される日程、電話番号・メールアドレス(お持ちの場合)、
会場までの移動手段、手話通訳が必要かどうか、をお送りください。

参加費無料


